
茅野市こども家庭センター
『 育ち あい ちの 』を開設しました！

『育ち あい ちの」は、子育てやお子さんの発育・発達、学校
や家庭の悩みごとなどを相談できる総合相談窓口です。

「どうしよう・・・」と思ったら、『育ち あい ちの」へお気軽に
ご相談ください。

～ ひとりで悩む前に、まずは相談からはじめませんか？ ～

社会福祉士、保健師、臨床心理士、家庭児童相談員、発達支援相談員、女性相談員、母子・
父子自立支援員、スクールソーシャルワーカーなど経験豊富な専門スタッフと、学校と家庭
を繋ぐ総合こどもサポートコーディネーターが対応いたします。また、相談内容によって、
関係機関との連携・調整を図りながら、解決のお手伝いをいたします。
相談は無料です。また、相談内容の秘密は守ります。

≪ 育ち あい ちの　（市役所６階　こども課内） ≫
☎ 0266-72-2101（内線615・616・617）
受付時間：平日8：30～17：15（土・日、祝日、年末年始はお休みです。）
★相談者のご都合に合わせることも可能です。

妊娠したけど子育てが不安・・・
子育てにイライラする・・・
うちの子ちょっと気になるんだけど・・・
学校に行きたがらないんだけど・・・
学校生活が不安なんです・・・
友達とうまくいかない・・・
勉強をどうやって進めればいいかわからない・・・
虐待かも・・・　など

どうしよう…

茅野市の公共施設（温泉施設、スポーツ施設、市民館、公民館、博物館など、原則として

すべての公共施設）の使用料や入館料は、市が策定した「施設使用料等の算出に関する基本

方針」に基づいて、「施設を利用することによって受ける利益に応じた利用者負担を適切に設

定すること」を原則に、施設を利用する人と利用しない人との負担の公平性を確保するため

定期的に改定しています。今年度は、基本方針について以下のような見直しを行いました。

市では、この基本方針に基づいて、それぞれの施設の使用料について具体的に見直しを行い、

市民の皆さんへ一定期間周知した後、令和７年４月から新しい使用料に改定する予定です。

このほか、 施設使用料の見直しに関しては財政課財政係までお問い合わせください。

問い合わせ　財政課　財政係　☎72-2101 （内線 164 ・ 165） ／ E-mail　zaisei@city.chino.lg.jp

　　　　　　　　 企画課　行政経営係　☎72-2101 （内線 155） ／ E-mail　kikaku@city.chino.lg.jp

１.「施設の整備」にかかる経費を含めて使用料を算出することとします

これまでは、 施設の整備にかかる経費は税金で賄い、 施設の運営にかかる経費のみを使用料として利用者に負

担していただくという考えでしたが、 施設は、 使う人と使わない人に分かれます。 使う人に施設の整備にかか

る経費も相応の負担をしていただくべきであると考え、 施設の整備にかかる経費を含めて使用料を算出するこ

ととしました。

２. 市民の使用料と市民以外の使用料の区分を無くします

次の理由で市民と市民以外の使用料区分を無くします。

●これまでは、 市民は施設の整備にかかる経費を税金で負担しており、 負担していない市民以外との間で公平

性を確保するため、 市民と市民以外とで使用料に差をつけている施設がありました。 上記 １. のとおり、 施設

の整備にかかる経費も利用者に相応の負担をしていただくことから、 市民と市民以外とで使用料に差をつけ

る必要がなくなるため。

●市民以外の方から、 「排除されている印象がある」 という意見も多数寄せられており、 茅野市のイメージ悪

化につながっている状況であることから、 茅野市が目指す 「若者に選ばれるまち」 （市外からの関係人口 ・

交流人口の増加を含む） と方向性を合わせるため。

●人口が減少傾向にある中で、 施設の利用者数や交流人口を増加させるには、 市民以外の利用を促す必要が

あるため。

３. 使用料の減免（減額・免除）を条例で定めることとします

これまでは、 減免の対象者等は、 市長の権限で制定 ・ 改廃することができる 「規則」 で定めていましたが、 減免

の公平性 ・ 透明性を高めるために、 市議会の議決が必要な 「条例」 で定めることとしました。

併せて、 減額 ・ 免除の基本的な考え方を整理しました。

行財政改革待ったなし！
～持続可能な茅野市であるために～
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